




























いる（岩井 2009, 西垣他 2015, 中條 2012）。教員が学習者に提示するのは英語の


















































頭の米語書き言葉をおよそ 100万語集めたBrown Corpus, その英語版の LOB
Corpus, さらに30年後の1990年代初頭の米語書きことばコーパスであるFROWN






























































9 まとめ これまでの復習 全体授業・個別作業
10 Pilot study (1)：
英語論文コーパス構築
・10万語の専門コーパスを作成する グループワーク
11 Pilot study (2)：
英語論文コーパス構築
・10万語の専門コーパスを作成する グループワーク
12 Pilot study (3)：専門語リスト
作成




13 Pilot study (4)：専門語リスト
作成







































































































































































































































































































































































































































































































律」『大阪府立大学紀要（人文・社会科学）』57, pp. 1 –12.
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Nation, I. S. P.（2011). Researching an analyzing vocabulary. Boston, MA: Heline
西垣知佳子他（2015)「中学校英語授業における言葉を観察する眼を育てるデータ駆動
型学習の実践─ペーパー版DDLからタブレット版DDLへの発展─」『千葉大学
教育学部研究紀要』63, pp. 287 –294.
Appendix: 「コーパス言語分析」受講後の学生の声
「コーパス言語分析」の最終レポートから気づきに関するコメントを抜粋した。
コメントは以下学生が記した内容をランダムにそのまま記しているため、誤字脱
字等がある場合もある。
●専門語リストの重要性
・自分がこの分野の英語論文を読むとき専門語リストを使えば効率よく読むこと
が可能だと考えられる。
・理系論文は専門単語を多く使用し、その単語の意味を理解している人にとって
はスムーズに読めることができると考えられる。
・これから英語で書かれた論文を読む機会が増えてくると思うが、今回の課題を
通して専門的な語彙を含む高頻度の語彙を学習することができてよかった。
・今回の作業を経て、これから扱う心理学の論文で出てくる単語の予習をするこ
とができた。特に、特徴語や頻度順の高く、かつ JACET8000のレベルが高い
ものをきちんと押さえておけば、これからに活かせると感じた。
・この専門語リストを作成することによって、専門分野の理解時のメリットがか
なりあることがわかり、コーパス言語分析は有用性が高いことがわかった。
・一般的に使われている単語も宇宙論の知識を持っていないと間違えて理解して
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しまうものも存在していた。ゆえに、天文学の知識が浅い人でも本実験の専門
語リストをみることで、かなりすらすら読めるようになるといった意味では非
常に意義のあるものとなった。
●専門語リストの応用
・論文を読むために専門語リストを作成したが、TOEICや自分の苦手分野の英
文を用いて自分だけの単語帳が作れることが分かったので、ぜひ行いたい。
・n -gramを見ることで特殊な意味を持つ専門語リストの作成だけでなく、特殊
な使われ方をしている単語の専門語リストの作成、ほかの統計手法による特殊
語と比較などを行うことでより効果的な専門語リストの作成が期待できる。ま
た、年代ごとにコーパスを作成することで、クラスタリング手法の歴史の遷移
を理解できることが期待できる。
●専門語リスト作成過程での気づき
・単語レベルの分布をみると今回のコーパスは比較的簡単な単語から成り立って
いることがわかるので、心理系の論文は読みやすい傾向になるのではないか。
・今回の分析結果として、専門語リストにでてきた語には日常的に使用しない語
が多く、意味を調べないとわからないものが多く見られた。また、知っている
ような語も、通常使用する語の意味とは違う意味で使用されていることがあっ
た。理系の論文を読む際にはこの専門語リストに出てきたような語を理解して
読むと、意味・内容が捉えやすくなると考えられる。
・1 つの単語から様々な品詞に変形していることがわかり、単語の覚え方にもあ
る種参考になる部分もあった。
・この授業を受講する前までは、英語の長文が苦手だった。長い英語の文章は難
しいという印象がなかなか抜けなかった。しかし、実際に英語の論文を分析し
てみると、文章に使われている単語は、親しみやすい語が多かったことがわか
り、今後は英語の文章と向き合っていきたいと思う。
・今回題材にしたCMB（宇宙背景放射）、すなわち天文学の論文を読む場合、
一定の宇宙論の知識が必要になる。たとえば、inflationという単語であると、
一般的には金融などの急激な上昇を意味しており、日本ではインフレと用いら
れることが多い。しかし、天文学の論文となるとインフレーション理論に起因
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して使われるものがほとんどである。
・コーパスの特性上、データの規模は大きいほど正確なデータが得られると考え
られる。しかし量が多いだけで質が悪くなってしまうのも問題だと考えられる。
少量のものであっても仲間同士で協力し、質を向上させることが良い結果につ
ながることがわかった。
・基礎レベルの単語が頻出しているとはいっても、複雑な文法で構成されている
可能性があるので、安易に読みやすいと決めつけるのはよくないといえる。
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